
→表面から 【事上磨錬】№２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市教委からの回答です・・・５･６月に各単Ｐから提出し 

ていただいた市教委への質問や提案に対し、各課からの回答 

が届きましたので、今号から順次掲載してまいります。 

内容は次の６項目です。今年は意見や要望につきまして 

はそれを伝えるのみとしております。ご了承ください。 

１ 豊かな人間性の育成に関して （1 件、意見等 2） 

２ 確かな学力の向上に関して （3 件、意見等 5） 

３ 健やかな体の育成に関して （4 件、意見等 2） 

４ 教育環境の整備に関して （4 件） 

５ 学校･家庭・地域社会の連携に関して （4 件） 

６ その他 （3 件） 

（計 19 件、意見等 9件） 

１ 豊かな人間性の育成に関して 

（道徳・心の教育、友だち関係、学校の支援体制など） 

【質問】 子どもたちの会話の中に、相手を尊重しない言

い方を時々聞きます。家庭でしっかりと教えるべきこと

と思いますが、学校では、相手を思いやる心をどのよう

に育てておられますか。 

（回答）指導課 

学校は、子どもたちの豊かな人格を形成していく場で

す。そのためには、子どもたちが友達や教員とともに学

び合い、自分がかけがえのない一人の人間として大切に

されていることを実感できるようにすることが重要で

す。特に、相手に対する思いやりの心を持ち、親切にす

ることは、よりよい人間関係を築く上で求められる基本

姿勢であり、様々な教育活動において育んでいくように

取組を行っています。 

  特に、心の教育の中心となる道徳の時間において、発

達段階に応じて教員と子どもたちがともに考え、悩み、

感動を共有していくという姿勢をもとに取り組んでいま

す。 

例えば、幼い人や高齢者、友だちなど身近にいる人に

広く目を向けて、温かい心で接し、親切にすることの大

切さについて考えを深められるようにすること、子ども

たちが多様な人々と触れ合い、助け合って何かをするよ

うな機会を増やすとともに、思いやりの心をもつことの

大切さについて深く考えられるようにすることなどの指

導を行っています。 

  今後は、新学習指導要領で教科となる「特別の教科道

徳」を中心に、あらゆる教育活動を通して、相手を思い

やる心を育んでまいります。さらに、子どもと保護者が

一緒に学ぶ参加型の道徳の授業や、学校と家庭、地域社

会が連携して、「命の教育をはじめとする心の教育」の充

実に努めてまいります。 

【意見・要望】 子どもたちに多くの体験やふれあいを通

して豊かな人間性を育んでほしいと願います。このこと

を学校でも家庭でも補い合いながら、やっていけるとよ

いと思います。 

【意見・要望】 学校に、安心できる環境、信頼できる先

生が確実に存在することで、子どもたちは勉強に集中で

きると考えます。今後ともどうぞよろしくお願いいたし

ます。                →次号に続く 

※ 再引っ越しからもう１年が経ちました・・・昨年の 9/11

でした。長くお世話になっていた中央公民館から南区平成

の仮事務所５ヶ月間を経て、この日現在の北区に。２回目

の引っ越しでした。あっという間の１年だった気がします。

これまで多くの方々に助けていただきました。これからも

末永く宜しくお願いいたします。 

時々通る“くまモン電車”を眺めつつ仕事をしています。 

 退職校長会、現職小中校長会の先生方、さらには、熊本

市長と我々保護者で、今の熊本市の教育について語り合え

たということは、今後の子どもたちの学校生活において

も、大いによい影響をもたらすのではないかと感じたとこ

ろです。 

 また、その話をさせていただいた後に、日本 PTA 全国

協議会「仙台大会」へ参加させていただいたのですが、私

が話した内容と同じような考えの発表があり、さらにその

先にある新しい知識を学び得ることができました。 

 私は、日本 PTA に加盟したことにより、自分一人（熊

本市 PTA）で考えると不安なことでも、全国の人と協議す

ることによって、新たな学びの場を得ることができ、同じ

ような考えを聞くことで自身を得たり、新しい学びを得た

りすることができるのだとあらためて痛感したところで

す。 

これを読まれている我々保護者世代は、PTA に限らずい

ろんな活躍の場が多い方がたくさんいらっしゃると思い

ます。私たちリーダーは、お山の大将になるのではなく、

常に学び・研鑽していくことがいかに重要かは皆さんご存

知だと思います。「子どもと過ごす時間すらなかなかとれ

ないのに、子どもたちの教育方面までは時間をとって学べ

ないよ」ではなく、「少しだけでも子どものために時間を

とってみようかな」という気持ちから一歩踏み出してみま

しょう。私も、一緒に踏み出してみます。 

10 月には九州ブロック協議会「大分大会」が開催され、

この熊本市からも 240 名を超える参加をいただいており

ます。共に学び、共に共感し、共に語り合うことの素晴ら

しさを、大分の地で一緒に味わいましょう。そして、熊本

市の子どもたちのために、一人一人ができることを小さな

一歩でも構いません、皆で一緒に歩みだしましょう。 

 こういうコミュニケーションの場を得ることができる

というのは、それもまた PTA の魅力の一つではないかと

感じた夏でした。       

（市 P 会長 家入 淳） 



 


